
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

告

示

○
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
工
事
請
負
契
約
等
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お

け
る
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

三
九
三

○
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
工
事
請
負
契
約
等
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お

け
る
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
の
特
例
を
定
め
る
件

三
九
七

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ

た
件
七
件

三
九
七

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
を
定
め
た
件

四
〇
〇

公

告

○
都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
関
係
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
件
二
件

四
〇
〇

福
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

○
落
札
者
を
決
定
し
た
件

四
〇
一

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

○
小
型
定
置
漁
業
の
保
護
区
域
に
つ
い
て
指
示
す
る
件

四
〇
二

○
は
え
な
わ
漁
業
に
つ
い
て
指
示
す
る
件

四
〇
二

○
漁
業
法
に
よ
り
指
示
す
る
件

四
〇
二

告

示

福
島
県
告
示
第
五
百
二
号

１

競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
工
事
請
負
契
約
等
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
入
札
に

参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
を
定
め
る
件
（
昭
和
四
十
一
年
福
島
県
告
示
第
五
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

２

平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
工
事
若
し
く
は
製
造
の
請
負
契
約
又
は
測
量
等
の
委
託
契
約
に
係
る
一

般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
資
格
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
を
申
請
書
等
の
提
出
期
限
と
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第
四
の
第

二
号
の
㈢
及
び
十
二

の
審
査
基
準
日
を
同
年
九
月
三
十
日
と
す
る
。

４

第
六
の
第
四
号
㈠
に
よ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
の
第
七
号
の

審
査
基
準
日
を
同
年
九
月
一
日
と
す
る
。

５

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
の
製
造
の
請
負
契
約
又
は
測
量
等
の
委
託
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
又

は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
資
格
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

第
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

七

工
事
に
係
る
資
格
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
雇
用
す
る
労
働
者
が
雇
用

保
険
の
被
保
険
者
と
な
つ
た
こ
と
並
び
に
健
康
保
険
及
び
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
と
な

つ
た
こ
と
に
つ
い
て
関
係
機
関
に
届
出
を
行
つ
て
い
な
い
者

第
四
の
第
二
号
の
十
四

中
「
又
は
平
成
二
十
三
年
台
風
十
五
号
」
を
「
、
平
成
二
十
三
年
台
風
十
五
号
」

に
改
め
、
「
い
う
。
）
を
い
う
」
を
「
い
う
。
）
又
は
平
成
二
十
六
年
二
月
豪
雪
（
平
成
二
十
六
年
二

月
八
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で
の
間
に
発
生
し
た
降
雪
を
い
う
。
）
を
い
う
」
に
、
「
又
は
建
築
物
」

を
「
、
建
築
物
」
に
、
「
の
有
無
」
を
「
又
は
福
島
県
土
木
部
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
た
実
績
の

有
無
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

十
五

審
査
基
準
日
の
三
年
前
の
日
が
属
す
る
年
度
の
四
月
一
日
以
降
に
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十

二
年
三
月
三
十
一
日
法
律
第
二
十
六
号
）
に
定
め
る
高
等
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
、

高
等
専
門
学
校
及
び
専
修
学
校
又
は
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
規
定
す
る
公
共
職
業
能
力
開
発

施
設
及
び
職
業
訓
練
人
が
設
置
す
る
認
定
高
等
職
業
訓
練
校
の
課
程
（
在
職
者
訓
練
を
除
く
。
）

を
卒
業
し
た
者
で
（
有
期
労
働
契
約
に
よ
り
労
働
す
る
労
働
者
並
び
に
短
時
間
労
働
者
の
雇
用

管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
六
月
十
八
日
法
律
第
七
十
六
号
）
及
び
労
働
者
派

遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
七

月
五
日
法
律
第
八
十
八
号
）
の
規
定
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
を
雇
用
期
間
の
定
め
が
な
く
新

た
に
常
時
雇
用
し
た
事
実
の
有
無

第
六
の
第
一
号
中
㈢
を
㈣
と
し
、
同
号
の
㈡
の
ア
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

新
卒
者
雇
用
申
告
書
（
第
五
号
様
式
）

（ク）

第
六
の
第
一
号
中
㈡
を
㈢
と
し
、
㈠
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

㈡

社
会
保
険
加
入
状
況
申
告
書
（
第
一
号
様
式
の
二
）
（
第
一
の
七
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
申

告
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

第
一
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

（ ）
（ ）

（ ）

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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第１号様式の２（第６関係）
社会保険加入状況申告書

営業所等 保険加入の有無 事業所整理記号若しくは事業所番号、
従業員数 健康保険組合名（健康保険、年金保

の 名 称 健康保険 厚生年金保険 雇用保険 険）又は労働保険番号（雇用保険）

健康保険
人 厚生年金保険

（ 人） 雇用保険
健康保険

人 厚生年金保険
（ 人） 雇用保険

健康保険
人 厚生年金保険

（ 人） 雇用保険
健康保険

人 厚生年金保険
（ 人） 雇用保険

健康保険
人 厚生年金保険

（ 人） 雇用保険

合 計 人
（ 人）

上記の内容に相違ありません。
年 月 日

福島県知事
所 在 地
商号又は名称
代表者職・氏名 ○印

記載要領
１ 「従業員数」の欄は、法人にあつてはその役員、個人にあつてはその事業主を含め全ての従業員数（建設業
以外に従事する者を含む。）を記載すること。（ ）内には、役員又は個人事業主（同居の親族である従業員を
含む。）の人数を内数として記載すること。
２ 「保険加入の有無」の「健康保険」の欄については、従業員が健康保険の被保険者の資格を取得したことに
ついての日本年金機構又は健康保険組合に対する届出を行つている場合は「○」を、行つていない場合は「×」
を、従業員が４人以下である個人事業主である場合等の健康保険の適用が除外される場合は「適用除外」を
記入すること。ただし、健康保険法（大正11年法律第70号）第34条第１項の規定による一括適用の承認に係る
営業所（同条第２項の規定により適用事業所でなくなつたものとみなされるものに限る。以下同じ。）につい
ては、記入を要しない。
３ 「保険加入の有無」の「厚生年金保険」の欄については、従業員が厚生年金保険の被保険者の資格を取得し
たことについての日本年金機構に対する届出を行つている場合は「○」を、行つていない場合は「×」を、従
業員が４人以下である個人事業主である場合等の厚生年金保険の適用が除外される場合は「適用除外」を記入
すること。ただし、厚生年金保険法（昭和29年法律第115号）第８条の２第１項の規定による一括適用の承認
に係る営業所（同条第２項の規定により適用事業所でなくなつたものとみなされるものに限る。以下同じ。）
については、記入を要しない。
４ 「保険加入の有無」の「雇用保険」の欄については、その雇用する労働者が雇用保険の被保険者となつたこ
とについての公共職業安定所の長に対する届出を行つている場合は「○」を、行つていない場合は「×」を、
従業員が１人も雇用されていない場合等の雇用保険の適用が除外される場合は「適用除外」を記入すること。
５ 「事業所整理記号等」の「健康保険」の欄については、事業所整理記号及び事業所番号（健康保険組合にあ
つては健康保険組合名）を記載すること。ただし、健康保険法第34条第１項の規定による一括適用の承認に係
る営業所については、「本店（○○支店等）一括」と記載すること。
６ 「事業所整理記号等」の「厚生年金保険」の欄については、事業所整理記号及び事業所番号を記載すること。
ただし、厚生年金保険法第８条の２第１項の規定による一括適用の承認に係る営業所については、「本店（○
○支店等）一括」と記載すること。
７ 「事業所整理記号等」の「雇用保険」の欄については、労働保険番号を記載すること。ただし、労働保険の
保険料の徴収等に関する法律（昭和44年法律第84号）第９条の規定による継続事業の一括の認可に係る営業所
については、「本店（○○支店等）一括」と記載すること。

───────────────────────────────────────────────────────────
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第
五
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第５号様式（第６関係）
新卒者雇用申告書

年 月 日
福島県知事

住 所
商号又は名称
代表者職・氏名 印

下記のとおり新卒者を雇用していることを申告します。
記

（フリガナ）
氏名（フリガナ） 生年月日 年 月 日

卒業学校区分 □ 高等学校 □ 高等専門学校 □ 大学・短期大学・大学院
１ （該当の□をチェックする） □ 専修学校・職業訓練校

卒業年月日 年 月 日

雇用年月日 年 月 日

（フリガナ）
氏名（フリガナ） 生年月日 年 月 日

卒業学校区分 □ 高等学校 □ 高等専門学校 □ 大学・短期大学・大学院
２ （該当の□をチェックする） □ 専修学校・職業訓練校

卒業年月日 年 月 日

雇用年月日 年 月 日

（フリガナ）
氏名（フリガナ） 生年月日 年 月 日

卒業学校区分 □ 高等学校 □ 高等専門学校 □ 大学・短期大学・大学院
３ （該当の□をチェックする） □ 専修学校・職業訓練校

卒業年月日 年 月 日

雇用年月日 年 月 日

（フリガナ）
氏名（フリガナ） 生年月日 年 月 日

卒業学校区分 □ 高等学校 □ 高等専門学校 □ 大学・短期大学・大学院
４ （該当の□をチェックする） □ 専修学校・職業訓練校

卒業年月日 年 月 日

雇用年月日 年 月 日

（添付書類） １ 卒業証書又は卒業証明書の写し
２ 雇用保険被保険者資格等取得確認通知書等の写し

───────────────────────────────────────────────────────────
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（
入
札
監
理
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
三
号

１

平
成
二
十
六
年
九
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
（
県
外
業
者
（
福
島
県
内
に
主
た
る
営

業
所
を
有
し
な
い
者
を
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
）

に
資
格
（
福
島
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
十
七
号
）
第
二
百
四
十
五
条
及
び
第

二
百
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
（
以
下
「
競
争
入
札
」

と
い
う
。
）
の
方
法
に
よ
り
工
事
若
し
く
は
製
造
の
請
負
契
約
又
は
測
量
、
工
事
の
設
計
若
し
く
は

工
事
に
関
す
る
調
査
の
委
託
契
約
（
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例

を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
該
当

す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
審
査
を
申
請
す
る
、
警
戒
区
域
等
（
原
子
力
規
制
委
員
会
設

置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
五
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
原
子
力
災

害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
原

子
力
災
害
対
策
本
部
長
の
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
す
る
指
示
（
以
下
「
本
部
長
指
示
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
、
同
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
災
害
対
策
基
本
法
（
昭

和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
三
年
四
月
二

十
一
日
に
お
い
て
同
項
の
警
戒
区
域
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
又
は
同
月
二
十
二
日
に
お

い
て
本
部
長
指
示
に
よ
り
居
住
者
等
が
計
画
的
な
立
退
き
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
若
し
く
は
緊

急
時
に
避
難
の
た
め
の
立
退
き
若
し
く
は
屋
内
へ
の
退
避
が
可
能
な
準
備
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
区

域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
内
に
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一

日
に
お
い
て
事
業
所
が
あ
っ
た
個
人
又
は
本
店
が
あ
っ
た
法
人
若
し
く
は
県
内
に
お
い
て
警
戒
区
域

等
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
内
に
の
み
支
店
が
あ
っ
た
法
人
（
以
下
「
警
戒
区
域
等
内
法

人
等
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
申
請
に
係
る
審
査
基
準
日
（
資
格
の
審
査
の
基
準
と
な
る
日
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
を
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
競

争
入
札
の
方
法
に
よ
り
工
事
請
負
契
約
等
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
入
札
に
参
加

す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
を
定
め
る
件
（
昭
和
四
十
一
年
福
島
県
告
示
第
五
十
九
号
。
以
下
「
五
十

九
号
告
示
」
と
い
う
。
）
第
二
の
第
一
号
中
「
西
暦
に
お
け
る
偶
数
年
（
以
下
「
偶
数
年
」
と
い

う
。
）
の
七
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
」
と
、
「
当
該
審
査
基
準
日
の

属
す
る
年
の
翌
年
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
七
年
」
と
、
五
十
九
号
告
示
第
四
及
び
第
五
中
「
毎

年
一
月
一
日
又
は
七
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
」
と
、
五
十
九
号
告
示

第
六
の
第
四
号
中
「
偶
数
年
の
七
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
」
と
、
「
当

該
審
査
基
準
日
の
属
す
る
年
の
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
六
年
」
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
を
審
査
基
準
日
と
し
た
警
戒
区
域
等
内
法
人

等
に
対
す
る
五
十
九
号
告
示
第
四
の
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
六
の
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
五
十
九
号
告
示
第
四
の
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
六
の
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
工
事
請
負
契
約
等
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け

る
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
等
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
め
る
件
（
平
成
二
十
四
年

福
島
県
告
示
第
四
百
一
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
五
十
九
号
告
示
（
以
下
「
改
正
前
告
示
」
と
い
う
。
）

第
四
の
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
六
の
第
一
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
を
審
査
基
準
日
と
し
た
警
戒
区
域
等
内
法

人
等
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
三
・
二
十
四
年
度
福
島
県
建
設
工
事
等
入
札
参
加
者
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
も
の
の
う
ち
経
営
事
項
審
査
の
受
審
日
が
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
以
降
で
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
改
正
前
告
示
第
四
の
第
二
号
㈤
中
「
国
際
標
準
化
機
構
が
定
め
る
規
格
（
以
下
「
国
際
規

格
」
と
い
う
。
）
Ｉ
Ｓ
Ｏ
九
〇
〇
一
若
し
く
は
日
本
工
業
規
格
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
九
〇
〇
一
又
は
国
際
規
格

Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
四
〇
〇
一
若
し
く
は
日
本
工
業
規
格
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
一
四
〇
〇
一
の
認
証
の
取
得
」
と
あ
る
の

は
「
福
島
県
内
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
等
（
東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発

生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。
）
、

平
成
二
十
三
年
七
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
（
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
四
日
か
ら
八
月
一
日
ま
で
の
間

の
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る

政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
二
百
六
十
三
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
激
甚
災
害
を
い
う
。
）
、
平

成
二
十
三
年
台
風
第
十
五
号
に
よ
る
災
害
（
平
成
二
十
三
年
九
月
十
五
日
か
ら
同
月
二
十
三
日
ま
で

の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措

置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十
二
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
激
甚
災

害
を
い
う
。
）
又
は
平
成
二
十
六
年
二
月
豪
雪
（
平
成
二
十
六
年
二
月
八
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で

の
間
に
発
生
し
た
降
雪
を
い
う
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
福
島
県
と
の
災
害
応
援
協
定

若
し
く
は
維
持
補
修
業
務
委
託
契
約
に
基
づ
く
出
動
の
実
績
、
建
築
物
の
応
急
危
険
度
判
定
士
の
派

遣
の
実
績
又
は
福
島
県
土
木
部
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
た
実
績
」
と
、
改
正
前
告
示
第
六
の
第

一
号
㈡
ア

中
「
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
九
〇
〇
一
若
し
く
は
日
本
工
業
規
格
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
九
〇
〇
一
又
は

(キ)

国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
四
〇
〇
一
若
し
く
は
日
本
工
業
規
格
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
一
四
〇
〇
一
の
認
証
を
取
得
し

て
い
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
東
日
本
大
震
災
等
に
係
る
福
島
県
と
の
災
害
応
援
協
定
若
し
く
は
維

持
補
修
業
務
委
託
契
約
に
基
づ
く
出
動
の
実
績
又
は
建
築
物
の
応
急
危
険
度
判
定
士
の
派
遣
の
実
績

が
あ
る
も
の
」
と
す
る
。

４

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
五
十
九
号

告
示
第
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
五
十
九
号
告
示
第

四
中
「
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
を
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
（
第
二
号

㈤
に
あ
つ
て
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
）
を
」
と
す
る
。

５

五
十
九
号
告
示
第
四
の
第
二
号
十
五

の
規
定
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
三
年

三
月
十
一
日
を
審
査
基
準
日
と
し
た
警
戒
区
域
等
内
法
人
等
に
対
し
て
も
こ
れ
を
適
用
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

（
入
札
監
理
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
四
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
を
平
成
二
十
六
年
八

月
二
十
二
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り

課
、
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
福
島
市
総
務
部
情
報
管

（ ）
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理
課
市
民
情
報
室
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
福
島
南
本
店

福
島
県
福
島
市
太
平
寺
字
児
子
塚
四
十
三
番
地
六
ほ
か

二

変
更
し
た
事
項

１

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

元
延

（
変
更
後
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

惠
右

２

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

元
延

（
変
更
後
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

惠
右

三

変
更
し
た
年
月
日

平
成
二
十
五
年
七
月
三
日

四

届
出
年
月
日

平
成
二
十
六
年
八
月
十
一
日

五

届
出
を
し
た
者

株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
五
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
を
平
成
二
十
六
年
八

月
二
十
二
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り

課
、
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
喜
多
方
市
産
業
部
商
工

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
喜
多
方
店

福
島
県
喜
多
方
市
関
柴
町
西
勝
字
清
水
尻
四
百
八
十
番
一
ほ
か

二

変
更
し
た
事
項

１

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

元
延

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
一
丁
目
七
番
十
号

（
変
更
後
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

惠
右

宮
城
県
名
取
市
上
余
田
字
千
刈
田
三
百
八
番
地

三

変
更
し
た
年
月
日

平
成
二
十
五
年
七
月
三
日

四

届
出
年
月
日

平
成
二
十
六
年
八
月
十
一
日

五

届
出
を
し
た
者

株
式
会
社
不
動
産
信
託
リ
サ
ー
チ

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
六
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
を
平
成
二
十
六
年
八

月
二
十
二
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り

課
、
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
須
賀
川
市
産
業
部
商
工

労
政
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
須
賀
川
パ
ワ
フ
ル
館

福
島
県
須
賀
川
市
崩
免
二
ほ
か

二

変
更
し
た
事
項

１

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

元
延

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
一
丁
目
七
番
十
号

（
変
更
後
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

惠
右

宮
城
県
名
取
市
上
余
田
字
千
刈
田
三
百
八
番
地

２

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

元
延

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
一
丁
目
七
番
十
号

（
変
更
後
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

惠
右

宮
城
県
名
取
市
上
余
田
字
千
刈
田
三
百
八
番
地

三

変
更
し
た
年
月
日

平
成
二
十
五
年
七
月
三
日

四

届
出
年
月
日
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平
成
二
十
六
年
八
月
十
一
日

五

届
出
を
し
た
者

株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
七
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
を
平
成
二
十
六
年
八

月
二
十
二
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り

課
、
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
田
村
市
産
業
部
商
工
観

光
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
船
引
店

福
島
県
田
村
市
船
引
町
船
引
字
太
子
堂
百
三
十
番
ほ
か

二

変
更
し
た
事
項

１

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

元
延

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
一
丁
目
七
番
十
号

（
変
更
後
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

惠
右

宮
城
県
名
取
市
上
余
田
字
千
刈
田
三
百
八
番
地

２

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

元
延

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
一
丁
目
七
番
十
号

（
変
更
後
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

惠
右

宮
城
県
名
取
市
上
余
田
字
千
刈
田
三
百
八
番
地

三

変
更
し
た
年
月
日

平
成
二
十
五
年
七
月
三
日

四

届
出
年
月
日

平
成
二
十
六
年
八
月
十
一
日

五

届
出
を
し
た
者

株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
八
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
を
平
成
二
十
六
年
八

月
二
十
二
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り

課
、
福
島
県
相
双
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
相
馬
市
産
業
部
商
工
観

光
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

相
馬
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク

福
島
県
相
馬
市
馬
場
野
字
雨
田
百
二
十
五
番
地
ほ
か

二

変
更
し
た
事
項

１

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

元
延

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
ヶ
岡
一
丁
目
七
番
十
号

（
変
更
後
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

惠
右

宮
城
県
名
取
市
上
余
田
字
千
刈
田
三
百
八
番
地

三

変
更
し
た
年
月
日

平
成
二
十
五
年
七
月
三
日

四

届
出
年
月
日

平
成
二
十
六
年
八
月
十
一
日

五

届
出
を
し
た
者

株
式
会
社
ア
ラ
ジ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
九
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
を
平
成
二
十
六
年
八

月
二
十
二
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り

課
、
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
会
津
若
松
市
観
光
商
工

部
商
工
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

エ
コ
タ
ウ
ン
会
津
若
松

福
島
県
会
津
若
松
市
町
北
町
大
字
始
字
深
町
十
四
番
地
ほ
か

二

変
更
し
た
事
項

１

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

元
延
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株
式
会
社
エ
コ
プ
ラ
ス

代
表
取
締
役

井
上

公
延

（
変
更
後
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

惠
右

株
式
会
社
エ
コ
プ
ラ
ス

代
表
取
締
役

井
上

公
延

三

変
更
し
た
年
月
日

平
成
二
十
五
年
七
月
三
日

四

届
出
年
月
日

平
成
二
十
六
年
八
月
十
一
日

五

届
出
を
し
た
者

株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

株
式
会
社
エ
コ
プ
ラ
ス

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
十
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
を
平
成
二
十
六
年
八

月
二
十
二
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
二
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り

課
、
福
島
県
相
双
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
富
岡
町
郡
山
事
務
所
産

業
振
興
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
富
岡
店

福
島
県
双
葉
郡
富
岡
町
大
字
本
岡
字
新
夜
ノ
森
二
百
四
十
四
番
二
ほ
か

二

変
更
し
た
事
項

１

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

元
延

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
一
丁
目
七
番
十
号

（
変
更
後
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

惠
右

宮
城
県
名
取
市
上
余
田
字
千
刈
田
三
百
八
番
地

２

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

（
変
更
前
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

元
延

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
一
丁
目
七
番
十
号

（
変
更
後
）
株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

代
表
取
締
役

井
上

惠
右

宮
城
県
名
取
市
上
余
田
字
千
刈
田
三
百
八
番
地

三

変
更
し
た
年
月
日

平
成
二
十
五
年
七
月
三
日

四

届
出
年
月
日

平
成
二
十
六
年
八
月
十
一
日

五

届
出
を
し
た
者

株
式
会
社
デ
ン
コ
ー
ド
ー

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
五
百
十
一
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
夏
井

川
左
岸
地
区
に
係
る
県
営
水
利
施
設
整
備
事
業
（
基
幹
水
利
施
設
保
全
型
）
を
行
う
た
め
土
地
改
良
事

業
計
画
を
定
め
た
。
こ
の
決
定
に
係
る
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
（
二
十
三
日
間
）

同

年
九
月
十
六
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

い
わ
き
市
役
所

（
農
村
計
画
課
）

公

告

公
告
第
二
百
四
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
で
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
い
わ
き
市
か
ら
い
わ
き
都
市
計
画
公
園
の
変
更
に
係
る
関
係
図
書
の
写
し
の
送

付
を
受
け
た
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

縦
覧
に
供
す
る
図
書

総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
場
所

福
島
県
土
木
部
都
市
総
室
都
市
計
画
課
及
び
福
島
県
い
わ
き
建
設
事
務
所
企
画
管
理
部
企
画
調
査

課

（
都
市
計
画
課
）
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公
告
第
二
百
四
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
で
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
い
わ
き
市
か
ら
い
わ
き
都
市
計
画
火
葬
場
の
変
更
に
係
る
関
係
図
書
の
写
し
の

送
付
を
受
け
た
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

縦
覧
に
供
す
る
図
書

総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
場
所

福
島
県
土
木
部
都
市
総
室
都
市
計
画
課
及
び
福
島
県
い
わ
き
建
設
事
務
所
企
画
管
理
部
企
画
調
査

課

（
都
市
計
画
課
）

福
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

公 告 第 ３ 号
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 福 島 県 立 図 書 館 情 報 ネ ッ ト ワ ー

ク シ ス テ ム 機 器 の 賃 貸 借 に つ い て 、 次 の と お り 落 札 者 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体 の
物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372号 。 以 下 「 特 例
政 令 」 と い う 。 ） 第 11条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39年 福 島 県 規 則 第 17号 ） 第 274条 の 11
第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。

平 成 26年 ８ 月 22日
福 島 県 立 図 書 館 長 玉 井 章

１ 落 札 に 係 る 借 入 物 品 の 名 称 及 び 数 量
福 島 県 立 図 書 館 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 機 器 一 式 （ 搬 入 、 据 付 け 、 組 立 て 、 デ ー

タ 移 行 、 調 整 、 機 器 保 守 等 を 含 む 。 ）
２ 契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 公 所 の 名 称 及 び 所 在 地

福 島 県 立 図 書 館 福 島 県 福 島 市 森 合 字 西 養 山 １ 番 地
３ 落 札 者 を 決 定 し た 日

平 成 26年 ７ 月 18日
４ 落 札 者 の 氏 名 及 び 住 所

Ｎ Ｅ Ｃ キ ャ ピ タ ル ソ リ ュ ー シ ョ ン 株 式 会 社 東 京 都 港 区 港 南 二 丁 目 15番 ３ 号
５ 落 札 金 額

145 , 1 5 2 , 0 0 0円
６ 契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続
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福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
四
号

福
島
県
海
面
に
お
け
る
小
型
定
置
漁
業
の
保
護
区
域
に
つ
い
て
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

新

妻

芳

弘

一

保
護
区
域

小
型
定
置
漁
業
の
保
護
区
域
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

漁

業

の

種

類

保

護

区

域

小
型
定
置
漁
業
（
さ
け
角

網
漁
具
張
り
立
て
の
位
置
か
ら
、
前
面
五
百
メ
ー
ト
ル
、
後
面
五

網
漁
業
を
含
む
。
）

百
メ
ー
ト
ル
及
び
沖
面
五
百
メ
ー
ト
ル
の
連
絡
線
に
よ
っ
て
囲
ま

れ
た
区
域

二

漁
業
の
禁
止

一
の
保
護
区
域
に
お
い
て
は
、
ま
き
網
漁
業
、
固
定
式
さ
し
網
漁
業
、
流
し
網
漁
業
、
沿
岸
か
に

か
ご
漁
業
、
機
船
船
び
き
網
漁
業
、
は
も
か
ご
漁
業
、
ど
う
漁
業
及
び
つ
ぼ
漁
業
を
営
ん
で
は
な
ら

な
い
。

三

指
示
の
有
効
期
間

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
平
成
二
十
六
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

と
す
る
。

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
五
号

福
島
県
の
地
先
海
面
に
お
け
る
は
え
な
わ
漁
業
に
つ
い
て
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百

六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

新

妻

芳

弘

一

操
業
の
承
認

最
大
高
潮
時
海
岸
線
に
お
け
る
富
岡
川
河
口
中
央
か
ら
正
東
の
線
以
南
の
水
深
百
メ
ー
ト
ル
以
深

の
福
島
県
の
海
域
に
お
い
て
、
は
え
な
わ
漁
業
（
浮
き
は
え
な
わ
漁
業
を
除
く
。
）
を
操
業
し
よ
う

と
す
る
者
は
、
使
用
す
る
船
舶
ご
と
に
福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

二

承
認
の
対
象
漁
船

は
え
な
わ
漁
業
に
係
る
操
業
の
承
認
の
対
象
船
舶
は
、
総
ト
ン
数
七
ト
ン
未
満
と
す
る
。

三

操
業
期
間

一
に
規
定
す
る
海
域
に
お
け
る
操
業
期
間
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

四

制
限
又
は
条
件

１

操
業
の
禁
止
区
域

次
に
掲
げ
る
海
域
で
の
操
業
は
、
禁
止
す
る
。

北
緯
三
十
七
度
十
七
分
四
十
九
秒
以
南
の
水
深
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
水
深
三
百
メ
ー
ト
ル
の
福
島

県
の
海
域

２

承
認
証
の
備
付
け
及
び
標
識
の
表
示

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
操
業
に
際
し
、
別
に
定
め
る
承
認
証
を
船
内
に
備
え
付
け
、
次

に
掲
げ
る
標
識
を
船
舶
の
船
橋
の
両
側
面
の
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

40ｾﾝﾁﾒー
ﾄﾙ

福
海
は
え
な
わ

20ｾﾝﾁﾒー
ﾄﾙ

２
６
第

号

３

操
業
の
協
定

操
業
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
漁
場
に
お
い
て
他
種
漁
業
と
の
競
合
又
は
操
業
上
の
紛
争
が
生

じ
た
と
き
は
、
関
係
者
と
操
業
協
定
を
締
結
し
、
こ
れ
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
操
業
協
定
が
締
結
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
競
合
又
は
紛
争
の
生
じ
な
い
漁
場
に
移

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五

承
認
の
取
消
し

こ
の
指
示
に
違
反
し
た
と
き
は
、
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

六

指
示
の
有
効
期
間

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
と

す
る
。

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
六
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
二
日

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

新

妻

芳

弘

福
島
県
漁
業
調
整
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
島
県
規
則
第
五
十
九
号
）
第
四
十
五
条
の
二
第
一
号
か
ら

第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
区
域
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
十
五
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
四
日

ま
で
の
間
は
、
は
え
な
わ
漁
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
。


